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個 別 注 記 表 
 
 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

  貯蔵品 

最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法により算

定） 

 

（２）固定資産の減価償却の方法 

 ①有形固定資産 

定率法を採用しております。なお2016年４月１日以降に取得した建物附属設備については定額法を

採用しております。 

主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物                8年～18年 

工具器具及び備品      5年～15年 

 

②無形固定資産 

   定額法を採用しております。 

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づいております。 

 

（３）引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上することとしております。  

 

②賞与引当金 

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当事業年度に見合う分を計上

しております。  

 

③販売促進引当金 

大手通信キャリアが提供するサービスのユーザーに対して付与したインセンティブに基づく販売促

進費の支出に備えるため、過去の実績を基礎として将来発生見込額を計上しております。 

 

（４）収益及び費用の計上基準 

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義

務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は次のとおりであります。 

取次による収益は、主に大手通信キャリアが提供するサービスの取次による手数料であり、その取次に

関する履行義務は大手通信キャリアがその便益を享受した時点で充足すると判断し、収益を計上しており

ます。具体的には当社の上位代理店から受領する取次業務の成約明細の通知に基づき売上を計上しており

ます。 

ソフトウエアライセンスにおける収益は、主にセキュリティ関連のソフトウエアライセンスの提供によ

るものであり、この履行義務は、約束した財又はサービスを顧客に引き渡した時点で充足すると判断して

おります。そのため、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で収益を認識しております。 
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２．貸借対照表に関する注記 

 （１）有形固定資産の減価償却累計額 18,348千円 

 

３．株主資本等変動計算書に関する注記 

（１） 当該事業年度の末日における発行済株式の種類及び数 

 普通株式  400,000株 

（２）当該事業年度の末日における自己株式の種類及び数 

 普通株式   14,500株 

 

４．金融商品に関する注記 

（１）金融商品の状況に関する事項 

①金融商品に対する取組方針 

当社は、資金運用については預金等の安全性の高い金融資産で行い、また資金調達については主に

銀行等金融機関からの借入により行っております。なお、デリバティブを含む投機的な取引は行わな

い方針であります。 

 

②金融商品の内容及びそのリスク 

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。 

敷金及び保証金は、取引先の信用リスクに晒されております。 

営業債務である買掛金は、その全てが１年以内の支払期日であります。 

未払金、未払費用、未払法人税等、未払消費税等、預り金はその全てが１年以内の支払期日であり

ます。 

長期借入金は、運転資金に係る資金調達を目的としたものであり、その返済日は最長で決算日後４

年であります。なお、長期借入金のうち一部は金利の変動リスクに晒されております。 

 

③金融商品に係るリスク管理体制 

１．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理 

当社は、営業債権について主要な取引先の状況を経営管理部が定期的にモニタリングし、取引相

手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽

減を図っております。 

２．市場リスク（金利等の変動リスク）の管理 

借入金については、市場金利の動向を継続的に把握することにより、金利の変動リスクを管理し

ております。 

３．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理 

営業債務及び借入金については、月次単位での支払予定を把握するとともに、手許流動性の維持

などにより流動性リスクを管理しております。 

 

④金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用する

ことにより、当該価額が変動することもあります。 

 

⑤信用リスクの集中 

当期の決算日現在における営業債権のうち90.0％が特定の大口顧客に対するものであります。  
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（２）金融商品の時価等に関する事項 

2026年１月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。なお、市場価格のない株式等は、次表には含めておりません（※１を参照ください）。「現金及び

預金」、「売掛金」、「買掛金」、「未払金」、「未払費用」、「未払法人税等」、「未払消費税等」、「預り金」に

ついては、現金であること及び短期間で決済されるため、時価が帳簿価額に近似することから注記を省

略しております。 

 

 

貸借対照表計上額 

（千円） 

時価 

(千円) 

差額 

（千円） 

敷金及び保証金 35,302 31,875 △3,427 

資産計 35,302 31,875 △3,427 

長期借入金 

（１年内返済予定の長期借入金を含む） 
130,120 129,849 △270 

負債計 130,120 129,849 △270 

 

（※１） 市場価格のない株式等                           

区分 
貸借対照表計上額 

(千円) 

出資金 40 

 

（注１)金銭債権の決算日後の償還予定額 

 
1 年以内 

（千円） 

1 年超 5 年以内 

（千円） 

5 年超 10 年以内 

（千円） 

10 年超 

（千円） 

現金及び預金 245,250 - - - 

売掛金 120,327 - - - 

合計 365,578 - - - 

 

（注２）長期借入金の決算日後の返済予定額 

 
１年以内 

（千円） 

１年超 

２年以内 

（千円） 

２年超 

３年以内 

（千円） 

３年超 

４年以内 

（千円） 

４年超 

５年以内 

（千円） 

５年超 

（千円） 

長期借入金 75,816 34,906 16,898 2,500 - - 
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（３）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の3つのレ

ベルに分類しています。 

レベル1の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当

該時価の算定の対象となる資産または負債に関する相場価格により算定した時価 

レベル2の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル1のインプット以外の時価の

算定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル3の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそ

れぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しています。 

 

①時価をもって貸借対照表計上額とする金融商品 

該当事項はありません。 

 

②時価をもって貸借対照表計上額としない金融商品  

区分 
時価（千円） 

レベル 1 レベル 2 レベル 3 合計 

敷金及び保証金 - 31,875 - 31,875 

資産計 - 31,875 - 31,875 

長期借入金 

(1 年内返済予定の長期借入金を含む) 
- 129,849 - 129,849 

負債計 - 129,849 - 129,849 

 

(注)時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

 

 敷金及び保証金 

これらの時価について、その将来キャッシュ・フローを安全性の高い長期の債券の利回りで割り

引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。 

 

  長期借入金 

長期借入金のうち、変動金利によるものの時価は、短期間で市場金利を反映し、また、当社の信

用状態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるた

め、当該帳簿価額によっており、レベル２の時価に分類しております。 

また、固定金利によるものの時価は、一定の期間ごとに区分した当該長期借入金の元利金の合計

額を新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いて現在価値を算定しており、レ

ベル２の時価に分類しております。  
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５．税効果会計に関する注記 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

繰延税金資産  

 未払事業税 1,047 千円 

 未払費用 122 千円 

 賞与引当金 461 千円 

 販売促進引当金 9,581 千円 

 資産除去債務 2,794 千円 

繰延税金資産小計 14,006 千円 

 評価性引当額 －千円 

繰延税金資産合計 14,006 千円 

繰延税金負債  

 資産除去債務に対応する除去費用 △1,729 千円 

繰延税金負債合計 △1,729 千円 

繰延税金資産純額 12,277 千円 

 

 

６．１株当たり情報に関する注記 

（１）１株当たり純資産額     449円04銭 

（２）１株当たり当期純利益        33円72銭 

 

 

７．重要な後発事象に関する注記 

   該当事項はありません。 

 


